
警察署協議会議事概要

協議会名 神奈川県茅ケ崎警察署協議会

日 時 令和５年４月25日（火）午後２時から午後３時50分までの間

場 所 神奈川県茅ケ崎警察署

出 席 者
１ 警察署協議会側

会長 細田 勲、 副会長 中村 武夫、 副会長 鈴木 葉子、

委員 中野 雄司、 委員 倉本 和義、 委員 石山 哲夫、

委員 山田 剛久、 委員 菅原 一朗、 委員 古郡 隆文 計９人

２ 警察署側

署長 益淵 隆德、副署長 小坂 直人、刑事担当次長 福島 栄治、調査官 伊藤 康之、

生活安全課長 富樫 稔、刑事第一課長 境 挙太郎、刑事第二課長 武富 誠、

交通課長 小林 将人、警備課長 鈴木 敦、地域第三課長 小津 良太 計10人

議事要旨 警察署協議会からの答申等に対する措置結果の説明

「コロナ禍における防犯活動、情報発信のあり方について」

１ 答申

各種犯罪の被害に遭わない方法が伝わるような広報啓発活動を行ってほしい

２ 措置結果

・ Ｔｗｉｔｔｅｒやピーガルくん子ども安全メールを活用した情報発信を行った。

・ 防犯キャンペーン、防犯講話による広報啓発活動を実施した。

・ 駐輪場等において自転車盗被害防止チラシを掲出した。

・ 共同住宅の建築に際し、事前協議の中で防犯指導を実施した。

・ 新聞配達店の協力を得て、新聞折込みチラシに防犯チラシを含めてもらい配布を行った。

・ 自治体の防災無線を活用した防犯情報の発信を実施した。

・ 地域情報誌へ防犯情報の掲載を行った。

・ 地域安全の協定を締結したプロバスケットボールチーム「湘南ユナイテッドＢＣ」の選手

の声で特殊詐欺被害防止の音声データを作成した。同データを使用し、当署管内の駅構内で

広報を実施した。

諮問

若年層に対する大麻事犯防止方策について

答申

大麻事犯防止に関する広報・教育・サイバーパトロールを強化してほしい。

業務説明

前四半期（令和５年１月から３月まで）の業務推進結果及び今四半期（令和５年４月から６月

まで）の業務推進重点について説明を行った。


